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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月23日(2008.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ケラチン物質、特に皮膚、口唇、爪、又は毛にメイクアップを施与する、以下の工程を含
む方法：
　　　少なくとも１の化粧料組成物をメイクアップされるべき表面の上に堆積する工程、
　　　　該化粧料組成物は、
　　　　ゼロではない磁化率を示し、磁場の影響下で可動性である物質、及び
　　　　少なくとも１の回折性顔料を含む；及び
　　　該組成物の少なくとも一部を磁場に暴露して、磁性体の少なくとも一部の配向を変
更する及び／又は磁性体の少なくとも一部を移動させる工程。
【請求項２】
磁場がかけられて、組成物上に少なくとも１の模様を形成する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
磁性体粒子が少なくとも部分的に顔料から作られていることを特徴とする、請求項１～２
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
磁性体が繊維又は粒子の鎖を含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項５】
回折性顔料が磁性を帯びている、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項６】
回折性顔料が非磁性である、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
組成物が少なくとも１のフィルム形成性ポリマーを含む、請求項１～６のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項８】
ケラチン物質、例えば皮膚、口唇、爪、又は毛にメイクアップを施与するためのキットに
おいて、
　　　磁場が作られることを可能にする磁石デバイス；及び
　　　以下を含む化粧料組成物：
　　　　ゼロではない磁化率を示し、磁場の影響下で可動性である磁性体、及び
　　　　少なくとも１の回折性顔料、
を含むキットであって、上記磁石デバイスは、前記組成物の堆積物中の被覆されたケラチ
ン物質が前記磁場に挿入されたときに、堆積物内において磁性体の配向及び／又は位置を
変更することのできる磁場を作りだすことができるキット。
【請求項９】
組成物がマニュキア液、ファンデーション、口唇への施与のための組成物、又はケラチン
繊維への施与のための組成物である、請求項８に記載のキット。
【請求項１０】
化粧料組成物において、
　　　ゼロではない磁化率を示し、磁場の影響下で可動性である磁性体、及び
　　　少なくとも１の回折性顔料、
を含む化粧料組成物であって、磁性体が金属の鉄を含む化粧料組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７０】
磁石デバイス
磁石デバイスは、永久磁石、又は、例えば、随意的に再充電可能な少なくとも１の電池に
より作動される電磁石を含み得る。電池については、磁石デバイスは、電磁石が電気で選
択的に作動されることを可能にするスイッチを含み得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７１】
磁石デバイスは、経時的に変化する配向のある磁場を創り出すようにアレンジされ得る。
磁石デバイスが磁石を含むとき、デバイスは該磁石が回転されることを可能にするモータ
ーを例えば含み得る。変形においては、磁石デバイスは電気で逐次的に作動されるとき、
回転磁場を作り出すように配置された複数のソレノイドを含み得る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７３】
電磁石はユーザーにより所望されるように、連続的に又は断続的に作動され得る。特に、
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第一組成物により被覆された表面の近くに磁石デバイスが正しく位置付けられていない間
は、電磁石が作動される必要がないように磁石デバイスがアレンジされていてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７５】
磁場をかけることを容易にするために、磁石デバイスは、組成物が堆積された表面に相対
的に位置付けられることを可能にする部材を含んでいてもよい。これは、磁石デバイスが
誤って、組成物と接触することを防ぐことを可能にする及び／又は考慮下の領域に形成さ
れた模様を中央にくるようにすることを可能にする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７６】
本発明の実施において、磁石デバイスは、化粧料組成物を施与するために使用されるアプ
リケーターに保持されている。これは、ユーザーにより操作される必要のある対象の数を
減らすことを可能にし、メイクアップを施与することを容易にする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７７】
本発明の別の実施において、磁石デバイスは、化粧料組成物を施与するために使用される
アプリケーターのハンドルに接続された第二の端を有するロッドの第一の端に取付けられ
た磁石を含む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７９】
本方法を実施するためのキット
別の実施態様に従うと、本発明は上で定義された方法を実施するためのキットをもまた提
供する。該キットは
　　　磁場が作られることを可能にする磁石デバイス；及び
　　　以下を含む化粧料組成物：
　　　　ゼロではない磁化率を示し、磁場の影響下で可動性である少なくとも１の物質、
及び
　　　　少なくとも１の回折性顔料
を含み、磁石デバイスは、組成物の堆積物中の被覆されたケラチン物質が磁場に挿入され
たときに、堆積物内において磁性体の配向及び／又は位置を変更することのできる磁場を
作りだすことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８０】
特に、該組成物が表面、例えば皮膚、口唇、爪、又は毛に施与されたのち、その外観を変
えるために、該組成物内の磁性体の配向及び／又は位置を変更することができるために十
分に強い磁場を作りだすように磁石デバイスがアレンジされてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８３】
磁石デバイスは上で定義されたようであり得る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８４】
キットは、第一組化粧料組成物及び磁石デバイスを収容するためのコンパクトを含み得る
。この場合、コンパクトは、種々の模様を作り出すために、例えば種々の形状の複数の磁
石を含み得る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９０】
キット１は、組成物Ｃ１と接触することなく組成物Ｃ１の外観を変化させるのに有用であ
る磁場を創り出すことを可能にする磁石デバイス１０をさらに含む。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９１】
考慮下の実施態様において、磁石デバイス１０は、長尺軸Ｘの支持部材１３により支持さ
れた永久磁石１２を含み、磁石１２の極軸は軸Ｘと実質的に直交している。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９２】
考慮下の実施態様において、磁石デバイス１０は、回転磁場を創り出すようにアレンジさ
れ、支持部材１３をその軸Xの周りに回転させるように、ケーシング１５に格納されたモ
ーター（示されていない）を含む。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９６】
図４に示された次の工程において、ユーザーは磁石デバイス１０を表面Ｓの中央領域Ｒの
上へもっていき、スイッチ１６を始動させて、磁石１２を回転させる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１１】
当然に、該組成物の性質が何であれ、そこにかけられる磁場は回転する必要はない。例え
ば図７は、その末端に棒の形状の永久磁石１２を含む磁石デバイスを示す。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１３】
その性質が何であれ、磁石デバイスは、表面Ｓに相対的に位置付けられることを可能にす
る部材を含んでいてもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１４】
例えば、位置付ける部材は、磁場がかけられている間、磁石デバイスが組成物に触れるこ
とを妨げるように機能する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１９】
例えば、磁石デバイス１０は、柔軟な構造の形態であり、例えば交互に並ぶＮ及びＳ極を
作る、磁化された粒子で満たされたプラスチック物質からできており、そうすることによ
り、繰り返される模様、例えば縞を第一組成物で被覆された表面上に形成することを可能
にする。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３５】
図１４は、第一組成物Ｃ１を含むポット、及び電力供給を格納するケーシング４４の末端
に電磁石４０を含む磁石デバイス１０により構成される容器２を含むキット１を示す。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４４】
【図１】本発明のキットの実施例を示す線図である。
【図２】図１の磁石デバイスを示す図形的かつ断片的な軸切断図である。
【図３】使用されているキットを示す線図である。
【図４】使用されているキットを示す線図である。
【図５】本発明により得られることのできる模様の例を示す。
【図６】表面に施与されるのに適切である追加の組成物を含む容器を示す線図である。
【図７】使用されることのできる磁石デバイスの別の実施例を分離して示す線図である。
【図８】メイクアップされた表面と向き合う磁石を位置付けるための位置付け部材を備え
られた図７の磁石デバイスを示す線図である。
【図９】本発明のキットの別の実施例の線図である。
【図１０】本発明のキットの別の実施例の線図である。
【図１１】使用されている図１０のキットを示す。
【図１２】磁石デバイスに保持されたアプリケーターの例を、正面において及び独立して
示す線図である。
【図１３】本発明のキットの別の実施例の軸及び図式の切断である。
【図１４】本発明のキットの別の実施例を示す線図である。
【図１５】組成物のための包装用デバイスの別の実施例を示す。
【図１６】本発明の方法の実施の間に使用されるのに適する穴の開いたマスクを示す。
【図１７】本発明の方法の実施の間に使用されるのに適する磁性シートを示す。
【符号の説明】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４５】
１　　　　 キット
２　　　　 容器
３　　　　 閉鎖キャップ
４　　　　 化粧用アプリケーター
５　　　　 アプリケーター部材
１０　　　 磁石デバイス
１２　　　 永久磁石
１３　　　 支持部材
１５　　　 ケーシング
１６　　　 スイッチ
１７　　　 延長部分
２０　　　 房にされた末端部
２５　 　　接着面
３０　 　　コンパクト
３１　　　 ベース体
３２　　　 蓋
３３　 　　コンパートメント
３４　 　　ハウジング
４０　　　 電磁石
４４　　　 ケーシング
４５　　　 スイッチ
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５０　　　 コンパートメント
５１　　　 キャップ
６０　　　 ポンプ
７０　　　 マスク
７１　　　 模様
７５　　　 シート
Ｃ１　　　 第一組成物
Ｃ２　　　 第二組成物
Ｐ　　　　 磁性粒子
Ｒ　　　　 中央領域
Ｓ　　　　 表面
Ｘ　　　　 軸
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